
省

令

告

示

表
四
一
関
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
関
三
陸

岩
手
県
大
船
渡
市
、
一
関
市
、
陸
前
高
田
市
、
西
磐
井
郡
及
び
気
仙
郡

平成™œ年œ月�日 火曜日 第�—š 号官 報
〇
総
務
省
令
第
四
十
七
号

統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
八
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
総
理
府

令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を「
第
十
二
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
ヲ
を
ワ
と
し
、
ヘ
か
ら
ル
ま

で
を
ト
か
ら
ヲ
ま
で
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ヘ

建
物
内
総
住
宅
数

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
別
世
帯
の
」
を
削
り
、
ホ

を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ

に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い

う
。）に
よ
る
転
居
に
関
す
る
事
項

第
十
三
条
第
二
項
中
「
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
及

び
チ
」
を
「
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
リ
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
、
チ

及
び
ヲ
」
を
「
同
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、リ
及
び
ワ
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
翌
月
十
五
日
」
を
「
翌
月
二

十
四
日
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
同
項
第
二
号
イ
、
ロ
、
ト
及
び

チ
」
を
「
同
項
第
二
号
イ
、
ロ
、
チ
及
び
リ
」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
九
号

消
防
法
施
行
規
則（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

第
一
条
の
四
第
八
項
（
同
令
第
五
十
一
条
の
四
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
同

令
第
一
条
の
四
第
八
項
（
同
令
第
五
十
一
条
の
四
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
登
録
講

習
機
関
と
し
て
登
録
し
た
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
か
ら

法
人
の
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
一

条
の
四
第
二
十
二
項
第
二
号
（
同
令
第
五
十
一
条
の
四
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
よ
う
に
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

一

変
更
後
の
法
人
の
名
称

一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
防
災
協
会

二

変
更
の
日

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
二
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
五
月
七
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
四
〇
三

二
五
、

四
、
一
二

大
久
保
洋
一
郎

四
四
〇
四

二
五
、

四
、
一
二

黒
須

克
仁

四
四
〇
五

二
五
、

四
、
一
二

櫻
井

淳
一

四
四
〇
六

二
五
、

四
、
一
二

古
川
慎
一
郎

四
四
〇
七

二
五
、

四
、
一
二

竹
花

直
子

四
四
〇
八

二
五
、

四
、
一
二

齊
藤
希
一
郎

四
四
〇
九

二
五
、

四
、
一
二

出
口

昌
明

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治
資

金
監
査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

抹
消
年
月
日

抹
消
事
由

一
四
一
五

砂
山

欣
司

二
五
、

一
、

九

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号

二
八
一
八

古
川

碩
哉

二
五
、

三
、
三
一

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号

二
二
二

宮
城

孝
幸

二
五
、

四
、

九

本
人
か
ら
の
申
請

四
八
二

中
川

惠
則

二
五
、

四
、

九

本
人
か
ら
の
申
請

五
八
七

長
谷

友
春

二
五
、

四
、

九

本
人
か
ら
の
申
請

六
二
一

大
谷

和
彦

二
五
、

四
、

九

本
人
か
ら
の
申
請

一
〇
一
四

櫻
井

義
夫

二
五
、

四
、

九

本
人
か
ら
の
申
請

一
六
九
二

浅
野

直
人

二
五
、

四
、

九

本
人
か
ら
の
申
請

二
八
九
九

覺
本

雅
夫

二
五
、

四
、

九

本
人
か
ら
の
申
請

〇
財
務
省
告
示
第
百
四
十
三
号

外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
大
蔵
省
令
第
二
十
九
号
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
者
名
簿
の
閲
覧
の
場
所
を
指
定
す

る
件
（
平
成
十
年
三
月
大
蔵
省
告
示
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月
七
日
よ
り
適

用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

第
三
号
イ
中
「
北
海
道
釧
路
市
大
川
町
二
番
二
十
六
号
」
を
「
北
海
道
釧
路
市
幸
町
九
丁
目
二
番
地
」
に
改
め
る
。

表
五
児
湯
の
項
を
削
る
。

表
十
一
よ
う
て
い
の
項
中
「
、
留
寿
都
村
」
を
削
る
。

表
十
二
長
生
の
項
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、「
長
生
郡
」
の
下
に
「
一
宮
町
、
睦
沢
町
、
長
生
村
、
白
子

町
及
び
長
柄
町
」
を
加
え
、
同
表
大
洲
の
項
中
「
愛
媛
県
大
洲
市
」
の
下
に
「
の
う
ち
旧
大
洲
市
の
区
域
」
を
加
え
、

同
表
宮
崎
の
項
中
「
及
び
東
諸
県
郡
国
富
町
」
を
削
る
。

表
十
五
島
原
雲
仙
の
項
中
「
長
崎
県
島
原
市
」
の
下
に
「
、
雲
仙
市
及
び
南
島
原
市
」
を
加
え
る
。

表
十
七
旭
の
項
を
削
り
、
同
表
島
原
雲
仙
の
項
中
「
長
崎
県
島
原
市
」
の
下
に
「
、
雲
仙
市
及
び
南
島
原
市
」
を
加

え
る
。

表
二
十
七
日
塩
の
項
中
「
及
び
塩
谷
郡
塩
谷
町
」
を
「
、
塩
谷
郡
塩
谷
町
及
び
那
須
郡
那
須
町
」
に
改
め
、
同
表
入

間
の
項
中
「
埼
玉
県
川
越
市
」
の
下
に
「
、
所
沢
市
」
を
加
え
、「
の
う
ち
旧
上
福
岡
市
の
区
域
」
を
削
り
、
同
表
東
宇

和
の
項
を
削
る
。

表
三
十
西
遠
の
項
中
「
及
び
湖
西
市
（
旧
新
居
町
の
区
域
を
除
く
。）」
を
削
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
百
六
十
九
号

平
成
二
十
五
年
四
月
十
七
日
に
バ
ク
ー
で
、
第
二
次
土
地
改
良
・
灌
漑

か
ん
が
い

機
材
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次

の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

第
二
次
土
地
改
良
・
灌
漑
か
ん
が
い

機
材
整
備
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役

務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

七
億
七
千
七
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

渡

修
介
在
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
大
使

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
側

ア
ビ
ド
・
シ
ャ
リ
ホ
フ
副
首
相

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
四
号

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）第
六
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
七
年
五
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
四
十
四
号
（
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
野
菜
指

定
産
地
を
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
同
法
第
六
条
第
三
項
及
び
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

™
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